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保健師職能委員会

支部長・副支部長

前年から一部メンバーが交代し新たな委員 3 名

で活動いたします。保健師の活動の場が広がって

おり、学びたいことも多様化していると思います。

会員の皆さまの希望に沿う活動ができるように頑

張ります。様々な分野で業務についている委員が

集まっていますので、保健師がやりがいを感じな

がら生き生きと仕事に向き合えるように、会員の

皆様と一緒に考えさせてください。

2023年度
支部長・副支部長

委員会紹介
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助産師職能委員会
助産師職能委員会は、札幌 4 支部合同で委員

会を開催し、研修会の企画運営及び施設間の情
報交換を行っています。今年度は、7月にハイブリッ
ド形式にて多職種連携についてシンポジウムを開
催予定です。全道の助産師をはじめ、母子保健を
支える皆様とともに母子及び家族へのよりよい支
援を考える有意義な研修となるよう委員一同企画
に取り組んでおります。皆様のご支援ご協力を
よろしくお願い致します。

看護師職能委員会

教育委員会

看護師職能委員会は、看護現場の問題や課題

の解決に役立つ研修の企画運営を行い、看護の

質の向上を目指し活動しています。本年度もオン

ライン研修を主とし、ご自宅から、職場からと皆

様が参加しやすい環境を保ちつつ、現場に活かせ

る有意義な研修会・医療安全交流会となるよう

取り組んでまいります。皆様どうぞよろしくお願い

いたします。

教育委員会は、新たなメンバーが加わり 9 名で
活動しています。2 年前より Web 研修を開催し、
昨年は「看護管理者研修」と「新人看護師育成
研修」を会員の皆様や講師の方々のご協力のおか
げで開催することができました。今年度も「看護
管理者研修」と「継続教育に関連した研修」につ
いて、2 つの研修を予定しております。皆様に満
足して頂ける研修を目指し、委員一同取り組んで
いきます。会員の皆様のご支援、ご協力をよろし
くお願いいたします。
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広報出版委員会
広報出版委員会は、5 月に「看護の日」

健康相談を開催予定です。また、札幌第 2

支部ホームページ「あじさい」の発行を年

5 回予定しており、職能集会や懇談会、各

委員会活動の研修などを掲載し様々な情報

を多くの方々に届けられるよう広報活動を

行っていきます。

働き続けられる職場づくり
推進委員会

働き続けられる職場づくり推進委員会は、新
たなメンバーが加わり 6 名で活動しています。
COVID-19 感染症拡大以降、世の中は大きく変
わりました。これまでの考え方、しくみ、働き方等、
次の時代にシフトしているように思います。今年度、
当委員会におきましても新たな活動のあり方を模
索しながら、皆様にとって良き職場づくりに貢献で
きるよう努めていきたいと思います。

 推薦委員会
 推薦委員会は、改選される役員・委員の推薦、

令和 6 年度北海道看護協会、令和 7 年度日本看

護協会の代議員・予備代議員を推薦する役割を担

い、活動します。

今年度は委員 6 名で、話し合いの場など考慮し

ながら協力し、公正公平に推薦活動を行っていき

たいと思います。会員の皆様のご協力、何卒よろ

しくお願いいたします。



野山の緑も鮮やかさを増し、色とりどりの花が咲き、海が綺麗な季節となりました。私はこの時期から野外で遠くの

山や海をながめ珈琲を飲む時間が安らぎです。GW は仕事が休みでも家事に追われてのんびりする間もなく過ぎた方、

5 月病になる間なく仕事が押し寄せている方は、是非、一息つく時間を取り、ご自愛くださいね。

 広報出版委員　M.M

編集後記
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2023 年 2 月 18 日（土）札幌パー
クホテルで札幌第 2 支部大会が開
催されました。感染状況は収束の
兆しも見え始めてきましたが、今年
度も会員の皆様は「議決権の行使」
をもっての参加となりました。支部
大会参加申し込み会員数は 161 名

であり役員、推薦委員北海道看護
協会代議員・予備代議員の選挙が
予定通り行われました。また、各
役員より事業報告及び予算執行状
況について報告があり承認されま
した。

支部大会と同時開催で、三職能合同交流会が開催さ
れました。今年度は、役員と各委員は会場参加、それ
以外の方はオンライン参加のハイブリッド形式で行いま
した。講師に思考の整理収納塾・ライフオーガナイザー
の田川瑞枝先生をお招きし、「必見！片づけのコツ ~ 暮ら
しや生き方を見つめ直すために ~」のテーマでご講演い
ただきました。

片付けは手段であって目的ではないことや、キレイ
にすることが目的ではなく自分らしく生活することが
目的であること。利き脳（利き手と同じようにスムー
ズに機能する脳タイプ）をチェックし、利き脳に合わ
せた収納方法を取ることでストレス無く、スムーズに
片づけができるなど、実例や事前の質問に合わせてわ
かりやすく教えていただきました。また、片づけや収
納は防災や減災にも直結することを改めて認識しました。

思考の整理、モノの整理、時間の整理に分けて丁寧に
説明があり、仕事だけではなく日常の生活などにもすぐ
に活用できる盛りだくさんの内容で、あっという間の 90
分でした。

札幌第2支部大会

三職能合同交流会

令和5年2月18日


